


つつある中、それらの商品の性能評価も行なわれつ
つある。
米国・エネルギー省ではCALiPER（Commercially

Available LED Product Evaluation and Reporting）プ
ログラムを使って、各種のLED照明製品の性能評価
を行っている。その一つとして、既存の蛍光灯照明
器具に装着して使用できることを謳っている直管蛍
光ランプ形LEDの性能評価を実施し、『これらの
LEDランプは、現行の蛍光ランプに比べてまだ性能
が低く、蛍光ランプ代替としては不十分である』と
評価している2）。
（社）日本電球工業会でも、前述した規格化の活動
に加え、LEDのより適切な活用のための情報を収集
するため、商品の性能や安全性の検討に着手した。
その一つとして、日本国内でも販売が開始されてい
る直管蛍光ランプ形LEDの性能等を検討した。その
結果は、資料-１に示すとおりであり、今回試験し
た製品は、現段階では性能面、安全面とも“蛍光ラ
ンプの代替品としては未成熟である”との結果とな
った。
一方、一体化した照明器具では、現行の蛍光灯器

具に匹敵するLED器具が商品化されつつある。この
差異は、これらのLED照明器具が、LED素子の性能
ではなくLEDの持つ光の利用効率が高いという特長
を生かしていることに注目すべきである。

３．おわりに

LEDが今後の照明用の光源として期待が高まる
中、（社）日本電球工業会では、これらが安全且つ有
効的に活用され、今後の照明を支える一つの基幹光
源となるよう、各種の規格策定に加え、製品の調
査・評価を進めている。
LEDは、単に従来ランプの代替として製品化して

も高い性能が得られるものではなく、そのLEDの特
長を生かして、照明器具と一体化した光源とするこ
とにより、高い性能が得られることに留意すべきで
ある。
蛍光ランプが出現してオフィスや工場などの作業

環境が革新されたこと、HIDランプが出現して投光
照明が発達し、交通やスポーツの照明環境が革新さ
れたこと等のように、今後、LED照明が、私たちの
生活環境に大きな変化をもたらし、同時に我々産業
界にも大きな発展をもたらすことを期待し、（社）日
本電球工業会は、LEDが安全且つ有効的に活用され
るための、より一層正しい情報を発信していく所存
である。
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表１　一般照明用LEDのJIS（日本工業規格）一覧

１ JIS C 8152 照明用白色発光ダイオード（LED）の測光方法
２ TS C 8153 照明用白色LED装置性能要求事項
３ JIS C 8147-2-13 ランプ制御装置－第2-13部：LEDモジュール制御装置（安全）の個別要求事項
４ JIS C 8153 LEDモジュール用制御装置－性能要求事項
５ JIS C 8154 一般照明用LEDモジュール－安全仕様

Table 1 List of JIS（Japanese Industrial Standard）for LED for general lighting service



１．調査LEDランプ及び比較用蛍光ランプ

（1）40形直管蛍光ランプと同じサイズの直管蛍光ランプ形LED７機種（A～G社）
（2）比較用として、直管蛍光ランプの下記２機種

－現在最も省エネタイプの高周波点灯専用形蛍光ランプFHF32EX-N（R1）
－旧タイプのラピッドスタート形蛍光ランプFLR40SW/M/36（R2）

２．一般性能及び省エネルギー性

それぞれの調査LEDランプ及び比較用蛍光ランプについて、入力電力（安定器損失を含む）、全光束、総
合効率（安定器損失を含む光源の発光効率）、平均演色
評価数及び直下照度（距離：１m）の調査結果を図１～
５に示す。
直下照度は、公共施設用の下面開放形照明器具に装

着して測定した。
今回調査したLEDランプの省エネルギー性を示す総

合効率（図３）は、いずれも高周波点灯専用形蛍光ラン
プ（R1）のレベルには及ばない。一部（D、E、F社）に、
旧タイプの蛍光ランプ（R2）を凌ぐものがある。しか
し、本来省エネ光源とは、「単に電力消費が少ないこ
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LED照明製品の評価
～直管蛍光ランプ形LEDの調査結果概要～

資料－１

図１．各ランプの入力電力
Fig.1 Input wattage of lamps and auxiliary

図２．各ランプの全光束
Fig.2 Total luminous flux of lamps

図３．各ランプの総合効率
Fig.3 Lamps and auxiliary efficacy

図４．各ランプの平均演色評価数
Fig.4 Average color rendering index of lamps

図５．各ランプの直下照度（距離：1m）
Fig.5 Illuminance of lamps（at 1m below）
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Evaluation of LED lighing products
～Summary of investigation results of straight tube fluorescent lamp-type LED tube lamps～



と」ではなく、「全光束や照度などの性能が同等以上で低電力であること」でなければならない。したがっ
て、今回調査したLEDランプは、蛍光ランプに比べ全光束が約40～45％、直下照度も約60～70％と低いため、
蛍光ランプ代替の省エネ光源とは言えない。
今回の調査時のコストは、イニシャル及びランニングコストを総合して、大半のものが蛍光ランプより高

コストである。なお、寿命は４万～８万時間と発表されているが、連続点灯でも確認には４～９年を必要と
し、いずれも推定値と思われる。

３．安全性

3.1 機械的安全性

各ランプの質量（図６）は、７機種中３機種がJIS C

8105-1で定めた、蛍光ランプ用口金（G13）を装着した
ランプなどの質量の許容限度（500g）を超えている。
衝撃、振動などによる器具からの脱落などが懸念され
る。
3.2 電気的安全性

一般的な電気製品の安全基準（絶縁／沿面距離、配
線処理、感電防止など）に照らしたとき、調査した全
ての製品に何らかの不具合がみられた。例えば、一般
的な電気製品の安全基準である「電気用品安全法・技
術基準別表第八」の異充電部間及び充電部と非充電部
間の絶縁距離の規定に対して、７社中５社が満足していなかった。
3.3 誤使用による安全上の懸念

今回調査したLEDランプは、①商用電源を直結するタイプ、②既設安定器に接続するタイプに大別される。
①は使用する既設器具の内部結線の改造を必要とし、また電源の印加箇所の違いによって３種類のタイプが
あり、それぞれ改造仕様が異なる。
したがって、一旦改造された器具は、その改造に適合するLEDランプを装着する必要があるが、使用して

はならない蛍光ランプ、あるいは互換性のないLEDランプが、誤って容易に装着される可能性があり、その
場合、例えば電源短絡や安定器のフィラメント回路短絡などの安全上の懸念がある。
照明業界では、このように互換性が無く、且つ誤装着による安全上の懸念がある場合には、間違って装着

されないように、口金及びランプ長の変更、誤挿入防止ランプソケットなど、安全性への配慮を行ってきた。
今回調査した直管蛍光ランプ形LEDにも、これまでと同様の配慮が求められる。

４．まとめ

以上の通り、今回試験した製品は、現段階では性能面、安全面ともに蛍光ランプ代替の省エネランプとし
ては、未成熟であるとの結果となった。この種のランプ採用の検討に際しては、表示やPR資料に頼ること
なく性能と安全性を十分確認することをお勧めしたい。
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図６．各ランプの質量
Fig.6 Weight of lamps




